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machikado sanpomichi

岡 真奈美 さん 大久保俊昭 さん

平成14年度、朝桐奨学賞に大久保俊昭さんと

岡真奈美さんが選ばれました。

この賞は、名誉町民・故朝桐猪平氏の尊いご

遺志を永久に残すため、ご遺族から寄付された

資金で設けられたもので、毎年勝浦中学校を卒

業する生徒の中から優秀な方に贈られています。

四
国
ふ
れ
あ
い
文
化
賞
受
賞

池
内
さ
ん

人
形
浄
瑠
璃
・
勝
浦
座
座
長
の
池
内
勲
さ
ん

（
久
国
）
が
、
二
〇
〇
二
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
四
国
ふ

れ
あ
い
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ

い
文
化
賞
は
四
国
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
各
局
が
社
会
、
文

化
な
ど
各
分
野
で
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
た
個

人
・
団
体
を
選
ん
で
い
る
も
の
で
、
今
回
池
内

さ
ん
は
、
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
犬

飼
農
村
舞
台
で
定
期
的
に
公
演
を
し
て
い
る
ほ
か
、
地
元
の
勝
浦
高
校
民

芸
部
の
生
徒
を
長
年
に
渡
り
指
導
す
る
な
ど
、
伝
統
芸
能
の
継
承
発
展
に

貢
献
し
た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

池 内 勲 さん

地方自治功労で叙勲受章 故 岡 重 夫 氏（中角）

平成14年12月19日に死亡されました勝浦町議会議員 故岡 重夫氏に

対し勲六等瑞宝章が授与されました。

岡 重夫氏は、勝浦町議会議員として３期12年間在職され、その間

副議長・各常任委員長を歴任し、地方自治の発展に寄与されました。

また、全自由同和会勝浦郡支部長として、平成２年から平成７年ま

でご活躍され、多大の功績を残されました。

故岡 重夫氏の偉業遺徳はとこしえに町民の胸中刻まれ、郷土発展の

光として輝くことと思います。

ここに、受章の敬意を表し、謹んでご冥福をお祈りいたします。

十
周
年
記
念
事
業

ふ
る
さ
と
で
開
催

ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

早
い
も
の
で
、
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る

さ
と
会
も
本
年
十
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご

支
援
の
お
陰
だ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

そ
の
感
謝
の
念
で
十
周
年
記
念
事
業

を
、
来
る
五
月
十
八
日
に
ふ
る
さ
と
勝

浦
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
計
画

中
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ま
や
会
員
、
さ
ら

に
プ
ロ
の
歌
手
も
出
演
す
る
芸
能
シ
ョ

ウ
や
懇
親
会
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽
し

い
催
し
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
お
繰
り
合
わ
せ
御
出
席
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
時
間
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は
、

後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
か
ら
の
ご
案
内

２

平成14年度

朝桐奨学賞
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まちかど散歩みち

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家

庭
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食
費
等

の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働

者
を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し

て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

平
成
十
五
年
四
月
一
日
～
二
十
一
日

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い

て
は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

(

二
―
二
五
一
五)

ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

平
成
十
五
年
四
月
一
日
～
二
十
一
日

貸
付
予
定
者

高
校
生

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生

（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

奨

学

金

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

入
学
準
備
金

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
弟
で

あ
る
こ
と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
程
も
あ
り
ま

す
の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に

つ
い
て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務

局

(

二
―
二
五
一
五)

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
五
年
度

就
学
援
助
制
度

平
成
十
五
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
に
つ
い
て

12月19日から28日にかけて、異文化体験プ

ログラムに、勝浦中学校の立石直美さんが、

カナダ、バンクーバーでホームステイに参加

してきました。

勝浦中学校２年 立 石 直 美

12月19日、私は関西空港から初めての飛行機に
不安いっぱいで乗りました。思ったよりはこわく
はなかったです。でも飛行機より、私はホストファ
ミリーと話をできるかどうかの方が不安でした。

だけどホストファミリーはやさしく接してくれ
ました。私
はそれだけ

ですごく安
心できまし
た。
また、嫌

だったこと
もありまし
た。それは

毎日朝食がシリアル（コーンフレーク）だったこ
とです。あまり味がないシリアルは、なんとも言
えませんでした。

そして、何よりもよかったことはカナダに行っ
て友だちができたことです。嫌だったこともつら
かったことも一緒にいると忘れていました。

やはり別れの日はとてもつらかったです。目も
少し涙ぐんでいました。私はこのとき、初めて別
れると言う事と、別れるというつらさを知りました。

私はこの楽しい思い出とつらさは、一生忘れな
いと思います。そしてこの感動をみんなに教えて
あげたいです。

またもう一度カナダに行き、ホストファミリー

に会いたいです。

感 想

2002年 異文化体験
プログラムに参加して
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machikado sanpomichi

第23回勝浦川マラソン大会が，３月９日 、星谷運動公

園を中心とした周回コースで町内はもとより、県内外、全

国から約500名のランナーを迎えて盛大に開催されました。

当日は少々風がつよかったものの、ランナーの皆さんは

それぞれのペースで力走していました。

最後に、当日ご協力いただき

ました関係者の方々と、沿道で

ご声援いただいた方々に厚く御

礼申し上げます。

沼
江
・
石
原

山

西

掛

星

谷

与

川

内

生

名

Ａ

横

瀬

中

山

生

名

Ｂ

久

国

今

山

棚

野

坂

本

本町関係３位までの成績
（本町出身者含む）（敬称略）

10キロの部（39歳以下男子）

２位 山 平 一 也 33分03秒

10キロの部（40歳以上男子）

３位 新 開 裕 38分09秒

10キロの部（女性）

１位 鵜 飼 順 子 39分39秒

３位 岡 本 陽 子 42分35秒

５キロの部（39歳以下男子）

１位 木 原 佑 介 16分25秒

３位 横 尾 雅 仁 16分44秒

５キロの部（女性）

２位 藤木千恵美 22分29秒

３位 押 栗 佑 香 22分30秒

３キロの部（中学生以上女子）

２位 小 西 美 佐 11分18秒

３キロの部（小学生以下女子）

３位 滝 花 美 咲 15分05秒

1.5キロの部（小学３･４年生）

１位 新 開 祐 作 ５分55秒

ＷＷＩＩＮＮ今 山

地
区
対
抗
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
二
月
十
七
日

か
ら
三
日
間
、
勝
浦
中
学
校

体
育
館
で
十
二
チ
ー
ム
の
参

加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
九
人
制
、
三
セ
ッ

ト
マ
ッ
チ
で
行
わ
れ
、
一
回

戦
か
ら
好
ゲ
ー
ム
の
連
続
で

し
た
。

決
勝
は
沼
江
・
石
原
対
今

山
の
対
戦
と
な
り
、
接
戦
の

末
に
今
山
が
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地区対抗ミックス
バレーボール大会

第23回 勝浦川マラソン大会
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を

考える

三
月
十
二
日

、
那
賀
川
町
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
会
議
に
お
い

て
勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間
一
市
四
町
合

併
協
議
会
の
廃
止
が
決
定
な
り
ま
し
た
。

廃
止
に
至
っ
た
経
過
に
つ
い
て
、
後
日
、

住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
と

り
あ
え
ず
広
報
に
お
い
て
報
告
い
た
し
ま

す
。

協
議
会
の
設
立

昨
年
二
月
に
、
小
松
島
市
、
勝
浦
町
、

上
勝
町
、
那
賀
川
町
お
よ
び
羽
ノ
浦
町
の

一
市
四
町
の
首
長
が
合
併
を
目
指
し
協
議

を
進
め
る
こ
と
で
合
意
し
、
住
民
説
明
会

等
で
説
明
す
る
と
と
も
に
、
三
月
五
日
に

任
意
の
合
併
検
討
協
議
会
を
設
立
し
、
合

併
協
議
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
準

備
期
間
中
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
市
町

村
合
併
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
意
識
啓
発

の
た
め
の
事
業
も
実
施
し
、
一
市
四
町
の

各
議
会
の
六
月
定
例
会
に
お
い
て
法
定
協

議
会
設
立
の
承
認
を
得
て
、
七
月
十
五
日

勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間
一
市
四
町
合
併

協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

八
月
か
ら
一
月
ま
で
毎
月
一
回
合
併
協

議
会
を
六
回
開
催
し
、
九
月
か
ら
は
新
市

の
建
設
計
画
を
策
定
す
る
小
委
員
会
「
ま

ち
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
会
」
で
の
協
議

検
討
も
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

羽
ノ
浦
町
議
会
の
離
脱
決
議

し
か
し
、
平
成
十
四
年
十
二
月
に
執
行

さ
れ
た
羽
ノ
浦
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
合
併
協
議
が
選
挙
の
争
点
と
も
な
り

一
市
四
町
の
合
併
に
反
対
す
る
議
員
が
多

数
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
町
の
十
二
月

定
例
会
で
は
、
勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間

一
市
四
町
合
併
協
議
会
か
ら
の
離
脱
決
議

が
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可

決
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
那
賀
川
町
に
も
影
響
し
、
那

賀
川
町
議
会
に
お
い
て
も
新
た
な
合
併
協

議
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が
決
議
さ

れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

こ
の
た
め
、
羽
ノ
浦
町
お
よ
び
那
賀
川

町
で
は
、
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
合
併

説
明
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
市
町
村
合

併
お
よ
び
一
市
四
町
で
の
枠
組
み
に
よ
る

合
併
へ
の
反
対
が
多
数
を
占
め
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
廃
止

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
第
七
回
合
併
協

議
会
で
は
、
数
藤
羽
ノ
浦
町
長
お
よ
び
臣

永
那
賀
川
町
長
か
ら
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
と
合
併
協
議
の
継
続
が
困
難
と
な
っ

た
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
各
市
町

と
も
当
初
か
ら
住
民
に
対
し
て
一
市
四
町

の
枠
組
み
で
合
併
を
目
指
す
と
説
明
し
協

議
を
進
め
て
き
た
こ
と
か
ら
、
羽
ノ
浦
町

と
那
賀
川
町
の
二
町
が
脱
会
す
る
こ
と
と

な
る
と
、
合
併
協
議
会
規
約
上
の
構
成
市

町
の
枠
組
み
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
た
め

一
旦
勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間
一
市
四
町

合
併
協
議
会
を
解
散
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新

た
な
合
併
を
検
討
す
る
こ
と
が
最
善
で
あ

る
と
の
協
議
結
果
と
な
り
、
残
念
で
す
が

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
合
併
協
議
会
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
議

会
の
承
認
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
各
市
町

の
三
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
に
追
加

提
案
さ
れ
可
決
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
方
向

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
刻
々

と
変
化
を
見
せ
て
お
り
、
そ
の
財
政
状
況

は
国
と
同
様
に
明
る
い
兆
し
が
望
め
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
の
地
方
制
度
調
査
会
の
西
尾
副
会
長

に
よ
る
私
案
で
は
、
現
市
町
村
合
併
特
例

法
の
期
限
（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
）

後
、
更
に
財
政
支
援
を
伴
わ
な
い
強
力
な

市
町
村
合
併
の
推
進
に
取
り
組
む
必
要
性

が
示
さ
れ
、
そ
れ
で
も
合
併
で
き
な
い
小

規
模
自
治
体
は
、
事
務
の
一
部
を
県
あ
る

い
は
周
辺
の
大
き
な
自
治
体
に
配
分
す
る

方
式
や
そ
の
内
部
組
織
へ
移
行
す
る
方
式

が
検
討
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
幅
な
改
革
案
が
示
さ
れ

る
地
方
自
治
制
度
に
対
応
す
る
た
め
に
、

勝
浦
町
も
新
た
な
合
併
の
方
向
を
議
会
お

よ
び
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
検
討
し
て
い

く
と
と
も
に
、
厳
し
い
財
政
に
対
応
す
る

た
め
に
、
更
な
る
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

廃止までの経過

勝浦川・那賀川流域間１市４町合併協議会
Part 20

「市町村合併」を

考える

（水）
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情報アラカルト

募 集町
営
住
宅
入
居
者

募
集
に
つ
い
て

自
衛
官
募
集

区 分 受付期間 試験期日 受験資格等

陸上自衛隊
一般幹部
候 補 生

４／７～

５／９

５／24～

５／25

〇 22歳以上26歳未満

〇技術幹部候補生は理
工学専攻の大卒
（卒見込みを含む）

〇飛行幹部候補生は海
・空自衛隊のパイロ
ット要員

海上自衛隊

一般幹部
候 補 生

飛行幹部
候 補 生

技術幹部
候 補 生

航空自衛隊

一般幹部
候 補 生

飛行幹部
候 補 生

◎陸・海・空自衛隊幹部候補生募集

町
営
住
宅
に
空
き
室
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
五
年
四
月
一
日

～

四
月
十
四
日

ま
で
の
間

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課
（
所
定
の
用
紙
を
用
意

し
て
い
ま
す
）

二
―
一
五
〇
一

募
集
住
宅
名

石
原
住
宅

一
戸
分

木
造
平
屋
建
て
三
Ｄ
Ｋ

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
で
住
ん
で
い

る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に

住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
す
る
方
を

含
む
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ

と
（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十

万
円
以
下
）

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
す
る
能
力
を

有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
名
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃
家
賃
は
入
居
者
全
員
の
所
得
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
一
カ
月
一
万
二
千
円

か
ら
二
万
三
千
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
家
賃
は
毎
年
所
得
に
よ
り
改

正
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
カ

月
分
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
他
に
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に

関
す
る
費
用
は
入
居
者
負
担
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
五
年
五
月
一
日

（
予
定
）

選

考

勝
浦
町
町
営
住
宅
設
置
お
よ
び
管
理
条

例
の
規
定
に
よ
る

〇

俸
給
等
：
幹
部
候
補
生
期
間
（
一
年
）

二
一
四
、六
〇
〇
円

一
年
後

二
四
三
、〇
〇
〇
円

(

平
成
十
五
年
一
月
一
日
現
在)

〇

定
期
昇
給
：
年
一
回

賞

与
：
年
二
回
（
四･

六
五
カ
月
）

お
問
い
合
わ
せ
先

※
勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

※
阿
南
募
集
事
務
所
：
阿
南
市
富
岡
町
内

町
一
六
四
（
内
町
会
館
一
Ｆ
）

〇
八
八
四
―
二
二
―
六
九
八
一

（月）
（火）

（木）

（１）（２）

（３）（４）（５）



７

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と
は
、

平
成
十
二
年
度
ス
タ
ー
ト
の
我
が
国
初
の

制
度
で
中
山
間
地
域
の
農
振
農
用
地
に
お

い
て
、
あ
る
一
定
の
勾
配
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
人
々
が
五
年
間
集
落
協
定

に
従
っ
て
農
地
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
約

束
の
基
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
交
付
金

の
概
ね
１
／
２
が
集
落
の
共
同
取
り
組
み

に
、
残
り
の
１
／
２
が
耕
作
者
に
交
付
さ

れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
、
本
制
度
に
加
入

希
望
者
は
、
平
成
十
五
年
五
月
末
日
ま
で

に
、
各
地
区
の
集
落
代
表
者
を
通
じ
て
勝

浦
町
産
業
振
興
課
ま
で
申
し
込
み
、
集
落

協
定
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
集
落
代
表
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

特
別
徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
仮
算

定
分
の
介
護
保
険
料
額
通
知
書
（
四
月
、

六
月
、
八
月
分
）
を
四
月
初
旬
に
通
知
し

ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
介
護
保
険
料
額
の
算

定
は
、
前
年
度
所
得
の
確
定
が
六
月
に
な

る
た
め
、
今
回
、
送
付
し
ま
す
通
知
書
は

仮
算
定
分
と
し
て
、
平
成
十
五
年
二
月
の

保
険
料
と
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
五
年
度
の
確
定
通
知
は

七
月
に
通
知
し
ま
す
。

ま
た
、
普
通
徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
は

六
月
に
平
成
十
五
年
度
分
の
段
階
別
保
険

料
額
が
決
定
さ
れ
七
月
に
通
知
し
ま
す
。

★
保
険
料
率
の
額
は
三
年
に
一
度
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
十
五

年
度
か
ら
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、
五
月
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課
介
護
保
険
係

二
―
一
五
〇
二

勝
浦
町
で
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日

か
ら
乳
幼
児
医
療
費
（
通
院
）
の
助
成
対

象
年
齢
を
満
三
歳
未
満
児
か
ら
一
歳
引
き

上
げ
て
、
満
四
歳
未
満
児
（
満
四
歳
の
誕

生
日
前
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
）
に

拡
大
し
ま
す（
入
院
に
つ
い
て
は
、従
来
ど

お
り
満
六
歳
未
満
児
と
な
っ
て
い
ま
す
）。

た
だ
し
、
今
回
拡
大
し
た
満
三
歳
児
に

つ
き
ま
し
て
は
、
当
分
の
間
、
乳
幼
児
医

療
費
受
給
者
証
を
発
行
し
ま
せ
ん
（
平
成

十
五
年
九
月
発
行
予
定
）
の
で
、
満
三
歳

児
（
拡
大
分
）
が
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助

成
を
受
け
る
場
合
、
幼
児
の
保
護
者
の
方

は
、
受
診
さ
れ
る
医
療
機
関
が
県
内
外
を

問
わ
ず
、
医
療
費
領
収
証
・
印
鑑
お
よ
び

振
込
を
希
望
さ
れ
る
通
帳
（
保
護
者
本
人

の
も
の
に
限
る
）
を
持
参
し
て
、
町
役
場

福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
）。

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の
有

効
期
間
が
、
六
月
三
十
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
現
在

お
持
ち
の
受
給
者
証
を
新
し
い
も
の
と
交

換
し
ま
す
の
で
、
受
給
者
証
の
有
効
期
間

が
平
成
十
五
年
六
月
三
十
日
と
な
っ
て
い

る
方
（
平
成
十
二
年
六
月
二
日
～
平
成
十

二
年
七
月
一
日
の
間
生
ま
れ
の
幼
児
を
除

く
）
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
四

月
十
一
日
の
間
に
、
勝
浦
町
福
祉
課
に
お

い
て
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
や
、
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
勝
浦
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（

二
―
一
五
〇
二
）
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
十
五
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

黒

岩

今

山

生

名

中

角

西

中

角

東

山

西

掛

谷

沼

江

石

原

集

落

名

西
野

豊

山
村
英
男

福
本
博
之

長
田
善
廣

三
崎
厚
克

真
木
右
八

湯
浅
忠
男

大
井
明
弘

松
下
一
一

代

表

者

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10

坂
本
黄
檗

坂
本
松
尾

坂
本
三
部

坂

本

下

与
川
内
宮
平

与
川
内
中
央

与
川
内
下
分

横
瀬
寺
谷

横
瀬
前
川

横
瀬
立
川

中
山
第
三

中
山
第
二

中
山
第
一

棚
野
大
谷

棚
野
石
倉
谷

久

国

星

谷

田
中
康
啓

宮
田
新
二

戸
田
正
一

末
広
孝
好

押
栗
常
吉

高
橋
嗣
男

勢
田
敏
弘

清
水
孝
志

中
村

悟

稼
勢
和
夫

堀

毅
男

栗
城
武
夫

谷
口
治
行

大
谷

昇

幸
山

茂

敏
鎌
謙
次

森
内

智

お知らせ特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）

に
該
当
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

乳
幼
児
医
療
費
の

助
成
対
象
年
齢
を
拡
大



８

病
院
だ
よ
り

◎外来受付時間
内科、外科は午前が11時30分まで、午後は４時30分まで。
整形外科は午前11時まで。ただし、学会等で休診の場合がありますのでお問い
合わせください。
小児科は午前が12時まで、午後は月曜日が３時まで、金曜日は４時まで。
リハビリは午前が11時まで、午後は４時まで。

◎内科外来については、予約診療 もしております。

医 師 診 察 当 番 表
科名 時間曜日 月 火 水 木 金

内 科
午 前 平 賀 藤 本 平 賀 上 村 平 賀

午 後 藤 本 堀 江 上 村 藤 本 上 村

外 科
午 前

小 西 小 西 小 西
午 後 小 西 小 西

整形外科 午 前 徳大医師 徳大医師

小児科
午 前

徳大医師 戸井医師
午 後

上村医師 藤本医師

勝
浦
病
院
医
師
紹
介

住

民

課

医
薬
品
お
よ
び
毒
物
劇
物
販
売
店
の

お
問
い
合
わ
せ
先
の
変
更
に
つ
い
て

１
徳島保健所
食品衛生課

食品
第１・２係

088-652-
5151～5156

２
阿南保健所
環境生活課

食品係
0884-22-
0072～0074

３
日和佐保健所
環境生活課

食品係 0884-74-7346

４
鴨島保健所
環境生活課

食品係 0883-24-1114

５
穴吹保健所
環境生活課

食品係 0883-52-1017

６
池田保健所
環境生活課

食品係 0883-72-1122

保健所名 担当係 電 話

み
ん
な
で
投
票
、
明
る
い
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
、
徳
島
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
四
月
十
三
日

に
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。

告

示

日
平
成
十
五
年
四
月

四

日
（
金
曜
日
）

投
開
票
日

平
成
十
五
年
四
月
十
三
日
（
日
曜
日
）

―
住
民
の
皆
さ
ん
へ
―

薬
事
法
、
毒
物
お
よ
び
劇
物
取
締
法
に

係
る
次
の
販
売
業
の
申
請
・
届
出
先
が
、

県
庁
（
徳
島
県
薬
務
課
）
か
ら
保
健
所
に

変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
薬
局
を
除
く
医
薬
品
の

販
売
店
や
、
毒
物
劇
物
の
販
売
店
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
保
健
所

が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
徳
島
県
保
健
福
祉
部
薬
務

課

薬
事
審
査
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

変
更
日
時

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら

変
更
さ
れ
る
店
舗
業
種

※
薬
局
は
、
徳
島
県
薬
務
課
が
窓
口
で
す
。

①
次
の
医
薬
品
等
販
売
業

・
一
般
販
売
業

（
卸
売
一
般
販
売
業
を
除
く
）

・
薬
種
商
販
売
業

・
特
例
販
売
業

・
医
療
用
具
販
売
業
ま
た
は
賃
貸
業

②
毒
物
劇
物
販
売
業

店
舗
、
営
業
所
等
を
管
轄
す
る
保
健
所

お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

薬
事
審
査

担
当

〇
八
八
―
六
二
一
―
二
二
三
一

〒
七
七
〇
―
〇
八
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一

内
科
・
阿
達
由
佳
医
師
・

澤
優
子
医
師
の
異
動
に
伴
い
、

四
月
一
日
か
ら
藤
本
小
百
合

医
師
・
上
村
英
子
医
師
が
赴

任
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
議
会
議
員

一

般

選

挙
（日）
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国民年金保険料を
納めるのが困難なとき

保険料免除の申請をしましょう

収入が少なく、保険料を納めることが困難な人は

そのままにしないで、早めにご相談ください。

免除申請の手続きは毎年必要です。

保険料免除には、保険料の全額が免除される「全

額免除」と半額を納める「半額免除」があります。

市町村の国民年金窓口で「免除申請書（全額・半

額）」に必要事項を記入し、ご提出ください。

後日、社会保険事務所が前年所得などを審査し、

結果（承認・却下）が通知されます。

★印鑑

★転入された方は、前年の所得を証明できるもの

など

免除申請が社会保険事務所で承認されると、申請

した前月から６月まで保険料が免除されます。

注 意

①半額免除を承認された場合、残る半額の保険料
を納付しないと、保険料未納期間と同じ扱いに

なります。

②免除申請後に納付が可能なった場合は、ご連絡

ください

加入者本人と加入者の配偶者・世帯主の前
注１

年度所

得が一定の基準以下であることが要件となります。

それ以外は、失業（自己の理由による退職は除く）・

倒産・事業の廃止・天災等を理由とするときに限ら
れます。

※注１

平成15年７月～16年６月までの免除に係る判定

の所得は、14年中の所得

平成14年４月～15年６月までの免除に係る判定

の所得は、13年中の所得

国民年金だより

申請して承認されると

持参いただくもの

手続きは簡単

免除の判定基準

世帯員数 全額免除 半額免除

４人世帯
（夫婦・子供２人）
＊子供の１人は
16歳以上23歳未満

164万円程度
（258万円程度）

285万円程度
（424万円程度）

２人世帯
（夫婦のみ）

94万円程度
（159万円程度）

172万円程度
（271万円程度）

単身世帯
35万円程度

（100万円程度）
85万円程度

（150万円程度）

世帯類型別の判定ラインの目安

＊上段は、所得額
下段は、収入額

未納の場合とこんなに違います

未 納
半額免除

（半額納める
ことが前提）

全額免除

受
給
資
格
期
間

に
入
り
ま
せ
ん

受
給
資
格
期
間

に
入
り
ま
す

受
給
資
格
期
間

に
入
り
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
を

請
求
す
る
時
に
は

算
入
さ
れ
ま
せ

ん 三
分
の
二
が
算

入
さ
れ
ま
す

三
分
の
一
が
算

入
さ
れ
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
の

計
算
で
は

受
給
資
格
期
間

に
入
り
ま
せ
ん

納
付
期
間
と
同

じ
扱
い
で
す

納
付
期
間
と
同

じ
扱
い
で
す

障
害
・
遺
族
の
年
金

を
請
求
す
る
時
に
は

二
年
を
過
ぎ
る
と

収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

半
額
納
付
し
た
残

り
の
免
除
分
（
半

額
）
は
、
十
年
以

内
な
ら
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す

十
年
以
内
な
ら
収

め
る
こ
と
が
で
き

ま
す

後
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
は

出
張
年
金
相
談
所
の

開
設
！

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
毎
月

一
回
（
第
二
木
曜
日
）
出
張
年

金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

当
日
、
徳
島
南
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
係
官
が
二
人
来
町
し
、

年
金
全
般
に
わ
た
る
相
談
に
応

じ
て
く
れ
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
制
度

の
こ
と
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
に
関
す
る
こ
と
な
ど
現
在
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
、
ま

た
こ
れ
か
ら
請
求
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も

無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日

時
平
成
十
五
年
四
月
十
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時

場

所
勝
浦
町
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

一
階
相
談
室

そ
の
他

年
金
を
受
給
さ
れ
る
前
の
方

は
、
年
金
手
帳

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
年
金
証
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
で
ご
相
談
に

来
ら
れ
る
場
合
は
委
任
状
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（木）
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野
外
焼
却
の
禁
止
に
つ
い
て
の

お
願
い

廃
棄
物
の
減
量
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
安

全
で
適
正
に
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
が
、
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
一
定
の
例
外
を
除
い
て
、
廃
棄
物
の

野
外
焼
却
を
禁
止
し
、
違
反
し
た
場
合
に
は
、

罰
則
の
対
象
（
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三

百
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
併
科
）
と
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
を
直
接

罰
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
質
な
廃

棄
物
の
不
適
正
処
理
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
定
め
る
基
準
に
従
っ
た
ゴ
ミ
の
分

別
や
排
出
を
行
う
な
ど
、
廃
棄
物
の
適
正
な
処

理
を
行
い
、
豊
か
で
美
し
い
環
境
が
保
全
さ
れ

る
よ
う
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

焼
却
禁
止
の
例
外
と
な
る

野
外
焼
却
の
事
例
に
つ
い
て

た
き
火
等
、
日
常
生
活

を
営
む
上
で
通
常
行
わ

れ
る
廃
棄
物
で
軽
微
な

も
の

農
林
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の

と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗

教
上
の
行
事
を
行
う
た

め
に
必
要
な
廃
棄
物
の

焼
却

震
災
、
風
水
害
、
火
災

凍
霜
害
そ
の
他
の
災
害

の
予
防
、
応
急
対
策
ま

た
は
復
旧
の
た
め
に
必

要
な
廃
棄
物
の
焼
却

国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
が
、
そ
の
施
設
の
管

理
を
行
う
た
め
に
必
要

な
廃
棄
物
の
焼
却

区

分

○

た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
を
行
う
際
の
木

く
ず
の
焼
却

○

農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら

の
焼
却

○

林
業
者
が
行
う
伐
採
し

た
枝
条
の
焼
却

○

漁
業
者
が
行
う
魚
網
に
付

着
し
た
海
産
物
の
焼
却

○
ど
ん
ど
焼
き
等
の
地
域
の
行

事
に
お
け
る
不
要
と
な
っ
た

門
松
、
し
め
じ
繩
等
の
焼
却

○

凍
霜
害
防
止
の
た
め
の

稲
わ
ら
の
焼
却

○

災
害
時
に
お
け
る
木
く

ず
等
の
焼
却

○

道
路
管
理
の
た
め
に
剪

定
し
た
枝
条
の
焼
却

○

河
川
管
理
者
に
よ
る
河
川

管
理
を
行
う
た
め
の
伐
採

し
た
草
木
等
の
焼
却

○

海
岸
管
理
者
に
よ
る
海

岸
の
管
理
を
行
う
た
め

の
漂
着
物
等
の
焼
却

事

例

み
ん
な
が
環
境
監
視
員

自
然
に
恵
ま
れ
た
我
が
町
で

も
、
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の

家
電
製
品
、
自
転
車
、
タ
イ
ヤ

日
用
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
が

不
法
に
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
も
の
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
環

境
に
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま

す
。町

で
は
、
不
法
投
棄
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
不
法
投
棄
の
防
止
に
は

町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
環
境

監
視
員
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
時
に
は
、
直
ち
に
町
や

警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

罰
則
が
強
化
さ
れ
る

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
法

改
正
に
よ
り
、
罰
則
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
に
は

五
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。

さ
ら
に
法
人
が
不
法
投
棄
を

し
た
場
合
に
は
、
一
億
円
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
の
量
や
質
に
関
係
な
く

身
近
な
ポ
イ
捨
て
か
ら
、
し
な

い
・
ゆ
る
さ
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。

廃
棄
物
の
野
外
焼
却

禁
止
に
つ
い
て

不
法
投
棄
は

し
な
い･

ゆ
る
さ
な
い
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相手の気持ちが
分かったとき

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
友
だ
ち
が

「
い
じ
め
」
に
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
「
い
じ
め
」
と
は
、
そ
の
友
だ
ち
の

机
を
わ
ざ
と
さ
わ
っ
て
、「
う
わ
あ
、

さ
わ
っ
て
し
も
た
」
と
か
、
そ
の
子
が

近
づ
い
て
く
る
と
、
わ
ざ
と
逃
げ
る
よ

う
に
し
て
そ
の
子
に
近
づ
か
な
か
っ
た

り
と
か
…
…
。
そ
れ
は
、
と
て
も
許
せ

な
い
行
為
で
し
た
。
で
も
、
私
は
そ
の

時
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
だ
け
で
、

そ
の
子
を
助
け
る
こ
と
な
ど
は
何
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
い
じ
め

て
い
る
側
で
し
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
時

は
、
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
い
じ
め
ら
れ
た
理
由
は
、
た
ぶ

ん
太
い
か
ら
。
た
だ
歩
い
て
い
る
だ
け

な
の
に
、
こ
そ
こ
そ
と
陰
口
を
言
わ
れ

た
り
、
人
の
い
や
が
る
あ
だ
名
を
つ
け

ら
れ
、
何
度
も
何
度
も
し
つ
こ
く
言
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
す
ご
く
悲

し
か
っ
た
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
言
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
な
ぜ
、
い

じ
め
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

私
が
、
い
っ
た
い
何
を
し
た
と
い
う
の

か
。
私
は
、
毎
日
考
え
、
悩
み
、
苦
し

み
ま
し
た
。「
差
別
は
い
け
な
い
。」、

「
い
じ
め
は
最
低
の
行
為
だ
。」
と
言
葉

で
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現

実
に
い
じ
め
ら
れ
て
苦
し
ん
で
い
る
こ

と
を
先
生
や
周
り
の
人
が
、
あ
ま
り
気

づ
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
し

て
、
気
づ
い
て
い
て
も
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
自
身

感
じ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い

じ
め
に
よ
っ
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て

し
ま
っ
た
人
だ
っ
て
い
る
の
に
。
い
じ

め
て
い
る
人
は
、
罪
悪
感
は
な
い
の
か

と
す
ご
く
思
い
ま
す
。
先
生
が
い
じ
め

た
本
人
を
怒
っ
た
ら
、「
ち
く
ら
れ
た
。」

「
む
か
つ
く
。」
な
ど
と
言
わ
れ
、
ま
た

い
じ
め
ら
れ
る
の
で
す
。

小
学
校
の
時
に
い
じ
め
ら
れ
た
友
だ

ち
は
、
今
で
は
た
く
さ
ん
の
友
人
も
で

き
、
明
る
く
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
私
も
、
今
が
ん
ば
れ
ば
い

じ
め
は
な
く
な
る
と
信
じ
て
、
ず
っ
と

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
友
人
の
励
ま

し
な
ど
も
あ
り
、
い
じ
め
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
、
安
心
し
て
い
ま
し
た
が
、

学
年
が
変
わ
っ
た
頃
、
ま
た
い
じ
め
が

始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

前
の
い
じ
め
よ
り
さ
ら
に
ひ
ど
い
も
の

で
し
た
。
給
食
の
時
、
い
や
な
こ
と
を

言
わ
れ
、
我
慢
で
き
ず
に
教
室
を
飛
び

出
し
、
誰
も
い
な
い
と
こ
ろ
で
泣
い
た

こ
と
や
、
そ
れ
以
降
、
給
食
の
時
間
が

い
や
に
な
り
、
一
週
間
ほ
ど
食
べ
ら
れ

な
く
て
、
み
ん
な
が
食
べ
終
わ
る
の
を

ト
イ
レ
で
じ
っ
と
待
っ
て
い
た
こ
と
な

ど
、
今
思
い
出
し
て
も
辛
い
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。
や
せ
よ
う
と
思
い
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
も
し
ま
し
た
。
毎
日
少
し
ず
つ

走
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
親

に
似
て
、
生
ま
れ
つ
き
太
い
体
型
で
す
。

だ
か
ら
、
明
る
い
性
格
に
な
ろ
う
と
思

い
、
明
る
く
振
る
舞
っ
て
い
る
と
、
今

度
は
、

「
う
る
さ
い
。」

と
か
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
学
校
が
好

き
で
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

た
の
に
、
そ
の
楽
し
い
は
ず
の
学
校
へ

行
く
の
が
い
や
に
な
り
ま
し
た
。
で
も

親
に
そ
ん
な
話
も
で
き
な
か
っ
た
の
で

い
や
い
や
学
校
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
い
じ
め
が
完
全
に
な
く
な
っ
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
先
生
方
と

何
度
も
相
談
し
、
少
し
ず
つ
楽
し
い
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
辛
く
悲
し
い
経
験
を
通
し
て
、

私
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
い
じ
め
て
い
る
側
は
、
い
じ

め
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、

い
じ
め
ら
れ
た
側
は
、
一
生
心
に
深
い

傷
を
負
い
、
そ
れ
を
ひ
き
ず
っ
て
生
き

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
友
だ
ち
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

し
た
小
学
生
時
代
。
そ
し
て
、
い
じ
め

ら
れ
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
さ
れ
て
し
ま
っ

た
中
学
生
時
代
。
自
分
の
誤
っ
た
お
こ

な
い
が
、
自
分
自
身
に
す
べ
て
返
っ
て

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
が
い
じ
め

ら
れ
て
や
っ
と
、
あ
の
時
い
じ
め
ら
れ

て
い
た
子
の
気
持
ち
が
分
か
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
、
ど
う
し
て
そ
の
つ
ら
い
気
持

ち
が
分
か
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の

か
、
今
す
ご
く
後
悔
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
い
じ
め
に
自
分
か
ら
立
ち
向
か
お

う
と
せ
ず
、
逃
げ
て
ば
か
り
い
た
こ
と

に
も
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
逃
げ
て

ば
か
り
い
る
私
を
励
ま
し
て
く
れ
た
り

悪
口
を
言
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
注
意

を
し
て
く
れ
る
友
だ
ち
の
存
在
が
今
の

私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か

り
ま
し
た
。
い
じ
め
に
負
け
ず
、
い
つ

も
前
を
見
て
、
堂
々
と
生
き
て
い
く
気

持
ち
が
持
て
た
の
も
友
だ
ち
の
温
か
い

励
ま
し
や
周
り
の
人
た
ち
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

今
で
も
人
間
ど
う
し
が
傷
つ
け
あ
う

醜
い
戦
争
が
世
界
の
ど
こ
か
で
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
い
じ
め
は
、
そ
れ
と
同
じ

く
ら
い
人
の
心
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま

す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
い
じ
め
や
差

別
を
絶
対
に
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
醜
い
い
じ
め
を

絶
対
に
な
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
い

じ
め
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
で
、

つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
を
ひ
と
り

に
し
な
い
で
、
助
け
た
り
励
ま
し
た
り

し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
そ
う

い
う
行
動
を
と
れ
る
人
が
増
え
て
い
け

ば
、
い
じ
め
は
き
っ
と
な
く
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら
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長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇

点
数
の
外
も
見
て
欲
し
お
母
さ
ん

横
瀬

関
東
紀
美

点
滴
の
重
さ
命
を
左
右
す
る

立
川

前
田
千
恵

点
数
を
か
せ
ぐ
孫
の
手
や
わ
ら
か
い

横
瀬

呑
口
精
一
郎

点
々
と
灯
り
が
と
も
る
過
疎
の
村

横
瀬

日
下
美
里

駅
伝
の
出
発
点
は
冬
の
華立

川

岩
本
よ
し
お

孫
乗
っ
た
飛
行
機
点
と
な
り
消
え
る

棚
野

島

つ
と
む

一
点
の
差
で
泣
か
さ
れ
た
遠
い
過
去

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

何
点
と
聞
か
れ
て
か
く
す
通
信
簿

与
川
内

武
田
裸
天

欠
点
の
一
つ
二
つ
は
許
し
合
い

生
名

岩
本
敏
子

日
本
食
の
原
点
や
は
り
握
り
飯

坂
本

平
尾
智
男

女
に
は
や
は
り
採
点
甘
く
な
る

中
山

山
下
ふ
さ
お

正
確
に
落
ち
る
点
滴
命
の
灯

横
瀬

桜
木
千
代

〈
評
〉
点
滴
の
句
が
外
に
も
あ
り
ま
し
た
。
中

で
も
こ
の
句
は
よ
く
言
葉
が
選
ば
れ
て
い
て

「
命
の
灯
」
は
余
韻
が
十
分
に
あ
り
「
正
確

に
落
ち
る
」
は
、
医
療
の
厳
粛
さ
を
患
者
は

望
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
言
葉
の
組
み
合
わ

せ
に
、
句
の
品
格
と
共
感
を
そ
そ
ら
れ
る
。

弱
点
を
つ
か
れ
て
も
な
お
知
ら
ぬ
顔

与
川
内

武
田
裸
天

弱
い
も
の
い
じ
め
政
策
昔
か
ら

棚
野

島

つ
と
む

お
金
に
は
や
っ
ぱ
り
弱
い
か
も
し
れ
ぬ

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

米
寿
来
て
や
っ
と
弱
音
の
杖
を
つ
く

横
瀬

関
東
紀
美

酒
が
言
う
弱
い
男
の
本
音
聞
く

坂
本

平
尾
智
男

し
た
た
か
に
生
き
て
弱
み
を
つ
か
ま
れ
る

久
国

美
馬
真
由

病
弱
を
神
頼
み
す
る
老
い
の
日
々

立
川

堀

梅
子

改
革
は
弱
者
に
強
い
風
当
た
り

横
瀬

呑
口
精
一
郎

弱
い
子
に
勇
気
与
え
た
母
の
愛

棚
野

穏
台

綾

弱
点
を
か
ば
い
合
い
つ
つ
共
白
髪

横
瀬

桜
木
千
代

こ
れ
し
き
で
弱
音
吐
く
ま
い
明
日
が
あ
る

横
瀬

前
田
好
月

弱
い
方
の
味
方
と
な
っ
て
見
る
ド
ラ
マ

横
瀬

中
田
万
里

〈
評
〉
弱
肉
強
食
は
古
代
か
ら
人
類
の
エ
ゴ
。

然
し
人
間
は
弱
い
者
い
じ
め
は
許
さ
な
い
。

普
通
の
人
の
正
義
の
気
持
ち
を
さ
ら
り
と
句

に
ま
と
め
た
素
直
さ
は
、
誰
も
の
共
感
を
呼

ぶ
も
の
と
思
う
。

今
年
古
希
め
で
た
い
呼
び
名
あ
り
が
た
い

棚
野

殿
川
早
苗

一
息
を
つ
い
て
手
紙
の
封
を
切
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

追
伸
の
一
筆
母
の
温
か
さ沼

江

駒
津
こ
つ
ゆ

念
願
が
か
な
い
猪
檻
の
中棚

野

北
島
ア
サ
ノ

あ
わ
み
の
り
美
味
い
お
米
の
仲
間
入
り

横
瀬

前
田
好
月

九
十
三
の
姑
私
よ
り
ま
だ
元
気

立
川

前
田
千
恵

単
身
赴
任
妻
の
料
理
を
恋
し
が
る

立
川

岩
本
よ
し
お

点
取
り
の
秀
才
今
は
横
並
び

久
国

美
馬
真
由

何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
丸
い
月

生
名

岩
本
敏
子

ま
だ
確
か
元
気
で
登
る
九
十
坂

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

脇
役
が
台
本
通
り
喋
ら
な
い

棚
野

田
中
思
葦

あ
の
靴
を
履
け
ば
私
も
走
れ
そ
う

棚
野

田
中
思
葦

宛
名
ぐ
ら
い
手
書
き
に
し
た
い
年
賀
状

横
瀬

日
下
美
里

長
電
話
嫁
が
帰
っ
た
か
ら
と
切
れ

立
川

堀

梅
子

老
い
て
ゆ
く
早
さ
に
心
追
い
つ
か
ず

棚
野

殿
川
早
苗

あ
れ
こ
れ
と
思
っ
た
だ
け
の
年
が
明
け

棚
野

穏
台

綾

脇
役
に
ば
か
り
拍
手
が
鳴
っ
て
い
る

横
瀬

中
田
万
里

〈
評
〉
こ
の
句
は
川
柳
的
な
感
覚
で
よ
く
世
間

を
見
て
い
る
。
え
て
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
あ

る
場
合
が
多
い
。
こ
の
場
合
主
役
は
辛
抱
し

ま
し
ょ
う
。
時
が
た
て
ば
必
ず
真
実
は
認
め

て
く
れ
る
か
ら
。

次
回
作
品
募
集

四
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山

香
月

五
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

「
点
」

題

秀

句

「
弱
い
」

題

秀

句
雑

詠

秀

句
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ククリリーーンン情情報報

月日 場 所 時 間

四

月

七

日

坂 本 黄 檗 橋 午前 ９:10～９:30

坂 本 郵 便 局 前 ９:40～10:05

坂本大師前停留所 10:15～10:25

旧JA坂本事業所前 10:35～10:55

与川内消防詰所前 11:05～11:25

旧JA与川内事業所前 11:35～11:55

勤労福祉センター前 午後 １:00～１:20

徳バス横瀬営業所前 １:30～１:50

横 瀬 集 会 所 前 ２:00～２:20

J A 勝 浦 支 所 前 ２:30～３:00

四

月

八

日

星谷運動公園公衆便所 午前 ９:05～９:35

森 内 恵 一 宅 横 ９:45～10:05

勝 浦 会 館 10:15～10:25

大 森 良 樹 宅 南 10:35～10:55

今 山 神 社 前 11:05～11:20

勝 浦 町 役 場 前 11:35～11:55

中 山 権 現 橋 午後 １:00～１:20

中 山 消 防 詰 所 前 １:30～２:00

横 瀬 駐 在 所 前 ２:10～２:45

旧 NT T勝浦支 店前 ２:50～３:00

四

月

九

日

石 田 亨 宅 横 午前 ９:00～９:15

中 田 商 会 付 近 ９:25～９:40

古 山 商 店 横 ９:50～10:05

田 中 屋 食 堂 南 10:15～10:40

J A 生 比 奈 支 所 前 10:50～11:20

農 村 婦 人 の 家 11:30～11:55

福 山 隆 宅 横 午後 １:00～１:10

地 福 寺 入 口 １:20～１:35

生 名 東 林 庵 横 １:45～２:15

生 名 セ ン タ ー 前 ２:25～２:55

平成15年度

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

平
成
十
五
年
度
の
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

（
平
成
七
年
度
以
降
に
登
録
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
）

平
成
七
年
度
以
降
に
犬
の
登
録
を
さ
れ
た
方
は
、
注

射
案
内
通
知
の
ハ
ガ
キ
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

犬
を
飼
い
始
め
た
と
き
や
、
ま
だ
登
録
を
受
け
て
い

な
い
場
合
は
、
登
録
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

一
度
登
録
す
る
と
そ
の
犬
の
生
涯
に
有
効
で
す
。

ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
犬
の
所
在
が
変
わ
っ

た
と
き
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
市
町

村
長
を
経
由
し
て
知
事
に
変
更
届
を
す
る
事
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
違
反
し
た
場
合
は
、
未
登
録
、

未
注
射
と
同
様
に
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
）

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
一
回
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
犬
の
体
調
が
悪
い
と
き
、
治
療
中
の

病
気
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
獣

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

登
録
料

三
千
円

注
射
料

三
千
円

お
願
い

犬
の
生
涯
に
一
回
の
登
録

飼
い
犬
は
生
涯
に
一
回
の
登
録
と

毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
に
つ
い
て

狂
犬
病
は
、
現
在
日
本
で
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
外
国
で
は
発
生
例
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
国
か
ら
の
輸
入
動
物
が
多
い
現
在
、
狂
犬
病
も

感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

死
亡
届
と
変
更
届

毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

（月）

（火）

（水）
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ククリリーーンン情情報報

４月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
２
火
曜
日

（８日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
３
火
曜
日

（15日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
４
火
曜
日

（22日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

４

月

26

日

（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

４月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（21日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙

チラシが入っているのは大丈夫です。それ以
外は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

今月の回収日 ４月５日 午前９時まで

【
お
願
い
】

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

四
月

二

日

●

四
月
二
十
三

日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と

鑑
札
が
必
要
で
す
。

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（土）

（水）

（１）
（２）

（３）
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二
年

久
木
の
ぞ
み

わ
た
し
は
、
学
校
の
た
て
わ
り
は
ん
で
、
ク

リ
ー
ン
作
せ
ん
に
ち
ゅ
う
お
う
ば
し
に
行
き
ま

し
た
。
空
き
カ
ン
や
自
て
ん
車
、
車
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
お
ち
て
い
ま
し
た
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
は
ま
だ
中
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

自
て
ん
車
は
、
こ
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と

ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
も
お
ち
て
い
ま
し
た
。
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
ひ
ろ
っ
た
の
で
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。四

年

宮
本
慎
也

僕
は
ゴ
ミ
だ
ら
け
の
勝
浦
川
を
見
て
、
初
め

に
出
て
き
た
言
葉
は
、
「
ひ
ど
い

」
の
一
言

で
し
た
。
初
め
は
、
大
き
い
ゴ
ミ
か
ら
拾
い
始

め
ま
し
た
。
拾
っ
た
ゴ
ミ
は
カ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
帰
る
時
、

「
こ
ん
な
勝
浦
川
で
い
い
の
か
」
と
思
い
ま
し

た
。

二
月
二
十
八
日

、
生
比
奈
小
学

校
の
全
児
童
が
、
勝
浦
中
央
橋
周
辺

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
中
に
は
「
こ
ん

な
も
の
ま
で

」
と
い
う
も
の
が

住
民
の
皆
さ
ん

勝
浦
川
は
ま
ち

の
宝
物
。
み
ん
な
に
誇
れ
る
町
に
す

る
た
め
に
も
、
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

資
源
ゴ
ミ
と
し
て
収
集
し
て
い
る

ガ
ラ
ス
び
ん
の
コ
ン
テ
ナ
は
、
阿
南

市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
へ
直
接
行

き
ま
す
。

分
別
さ
れ
て
い
な
い
ガ
ラ
ス
び
ん

や
異
物
が
混
入
し
て
い
る
と
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
工

場
全
部
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
が
不
良

品
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

無
色
の
び
ん
は
水
色
の
コ
ン
テ
ナ

茶
色
の
び
ん
は
柿
色
の
コ
ン
テ
ナ

そ
の
他
の
び
ん
（
黒
・
緑
・
水
色
・

半
透
明
の
び
ん
等
）
は

黄
色
の
コ
ン
テ
ナ

こ
の
よ
う
に
分
別
し
て
コ
ン
テ
ナ

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

蛍
光
灯
や
電
球
、
鍋
の
ガ
ラ
ス
ぶ

た
、
窓
ガ
ラ
ス
、
空
き
缶
、
カ
ラ
ツ

等
は
絶
対
に
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
な
い

で
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
し
て
指
定
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
か
未
来
の
地
球
や
地
域
の
た

め
に
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

勝
浦
町
住
民
課

住
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

ガ
ラ
ス
び
ん
の

分
別
に
つ
い
て

みんなで守ろう 勝浦川

勝浦川クリーン作戦

（金）
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国保と医療費

こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
届
け
出
を

～
必
ず
十
四
日
以
内
に
役
場
受
付
窓
口
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
～

国
保
に
入
る
と
き

届け出に必要なもの

印かん、他の市区町村の転出証明書。

印かん、職場の健康保険をやめた証明書。

印かん、被扶養者ではない理由の証明書。

印かん、保険証、母子健康手帳。

印かん、保護廃止決定通知書。

外国人登録証明書。

こんなとき

他の市区町村から転入してきたとき。

職場の健康保険をやめたとき。

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき。

子どもが生まれたとき。

生活保護を受けなくなったとき。

外国人がはいるとき。

国
保
を
や
め
る
と
き

届け出に必要なもの

印かん、保険証。

印かん、国保と職場の健康保険の両方の保
険証（後者が未交付のときは加入したこと
を証明するもの）。
印かん、保険証、死亡を証明するもの。

印かん、保険証、保護開始決定通知書。

保険証、外国人登録証明書。

こんなとき

他の市区町村に転出するとき。

職場の健康保険にはいったとき。

職場の健康保険の被扶養者になったとき。

国保の被保険者が死亡したとき。

生活保護を受けるようになったとき。

外国人がやめるとき。

そ

の

他

届け出に必要なもの

印かん、保険証、年金証書。

印かん、保険証。

印かん、保険証、在学証明書。

印かん、身分を証明するもの（使えなくなった保険証など）。

こんなとき

退職者医療制度の対象となったとき。

同じ市区町村内で住所が変わったとき。

世帯主や氏名が変わったとき。

世帯が分かれたり、いっしょになったとき。

出かせぎや、長期の旅行に行くとき。

修学のため、別に住所を定めるとき。

保険証をなくしたとき（あるいは汚れて使えなくなったとき）。

４月からは新しい被保険者証でなければ病院にかかることができません。

まだ更新をされてない方は、早急に勝浦町税務課で更新を行ってください。

一部自己負担割合
病院や診療所の窓口で被保険者証を提示すると医療費の一

部を支払うだけで診療を受けることができます。残りの費用

は国保が負担します。自己負担の割合は次のとおりです。

医療費の２割
医療費の３割

退職者医療制度も
平成15年４月１日からすべて３割

医療費の１割
（一定以上所得者は２割）

０歳～２歳 ３ 歳 ～ 69 歳 70 歳 以 上
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みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

７ 月
沼江愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 沼江コミュニ

ティセンター
沼 江 区 民 健 康 手 帳

石原愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 石原 集 会所 石 原 区 民 健 康 手 帳

８ 火 ディ・ケア たんぽぽの会 13:30～15:30 住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員

９ 水 生名愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 生名センター 生 名 区 民 健 康 手 帳

10 木 山田・西岡愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 山西 集 会所 山 西 区 民 健 康 手 帳

11 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年９月１日～平成15年
２月28日までに生まれた子 母子健康手帳

14 月
棚野愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 棚野 集 会所 棚 野 区 民 健 康 手 帳

中角愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 中角 集 会所 中 角 区 民 健 康 手 帳

15 火
坂本母子愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 坂本 集 会所 坂 本 区 民 健 康 手 帳

黒岩愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 勝 浦 会 館 黒 岩 区 民 健 康 手 帳

16 水 横瀬愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 横瀬 集 会所 横 瀬 区 民 健 康 手 帳

17 木
中山愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 中山 集 会所 中 山 区 民 健 康 手 帳

久国愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 久国 集 会所 久 国 区 民 健 康 手 帳

19 土 第1回 男の料理教室 15:00～
農村環境改善
セ ン タ ー 会 員

22 火
星谷愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 星谷 集 会所 星 谷 区 民 健 康 手 帳

今山母子愛育班総会・健康相談 13:30～15:00
今山ふれあい
交 流 館

今 山 区 民 健 康 手 帳

23 水
与川内愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 市の江集会所 与川 内 区民 健 康 手 帳

掛谷愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 掛谷 集 会所 掛 谷 区 民 健 康 手 帳

４月の保健行事 〈お問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師へ 2-1502〉

結
核
予
防
法
施
行
令
の
一
部
改
正
す
る
政
令
が
公
布

さ
れ
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
は
七
歳
（
小
学
一

年
）
お
よ
び
十
三
歳
（
中
学
一
年
）
に
達
す
る
日
の
属

す
る
年
度
に
行
う
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
に
よ
る
定

期
検
診
は
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
平
成
十
五
年

四
月
一
日
か
ら
は
母
子
健
康

手
帳
も
、
左
記
の
と
お
り
に

訂
正
と
な
り
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平成15年４月１日から

予
防
接
種
の
種
類

予 防接種 名

ＢＣＧ

定
め
ら
れ
て
い
る
時
期

改 正 前 改 正 後

４歳になるまでに１回 ４歳になるまでに１回

小学校１年と
中学校１年

いずれも
ツベルクリン反応
陰性の場合

左記の内容を削除

結
核
予
防
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

再 度

お知らせ
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保 健 だ よ り

麻 し ん 風 し ん ３ 種 混 合
（百日咳・ジフテリア・破傷風）

病 状

麻しんウイルスの飛沫感染
によって起こる病気で、発熱

発疹を主症状として合併症と
して気管支炎や中耳炎、脳炎
を起こすことがあります。

風しんウイルスの飛沫感染
で起こり、発疹、発熱などを

主症状とし、３日位で治りま
すが、合併症を伴うと重症化
することがあります。

百日咳・ジフテリアは飛沫
感染でおこり、破傷風は傷口

から菌が体内へ入り起こる病
気で、重症化することがあり
ます。

対象年齢

（定期接種）

１回接種
生後12～90月未満

１回接種
○生後12～90月未満
○経過措置については

平成15年９月30日までの間
（昭和54年４月２日～昭
和62年10月１日までの間
に生まれた14歳以上の者）

１期初回……３回接種
生後３月～90月未満

１期追加……１回接種
生後３月～90月未満

１期初回接種３回
終了後６か月以上の
間隔をおいて接種

料 金 無 料

委託期間 平成15年４月１日～６月末日および９月１日～平成16年１月末日

医療機関 赤 岩 医 院・勝 浦 病 院・山 西 医 院

配布していますパンフレット・予防接種説明書・予防接種ガイドブッ

ク・予防接種券等を確認のうえ、定期接種内に受けましょう。

※委託期間以外や対象年齢以外の任意接種となった場合は、次の料金が

自己負担となりますので、各医療機関窓口に直接お支払いください。

（１回につき 日本脳炎 5,000円、麻しんおよび風しん 6,000円、

３種混合 5,500円）

※接種を受ける場合は予約が必要ですので、あらかじめ医療機関へお申

し込みください。

麻しん・風しん・３種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風）

予防接種を町内医療機関において下記のとおり実施します。

※なお、平成15年度から麻しんおよび日本脳炎の予防接種

の自己負担金は無料になります。

お問い合わせは

勝浦町福祉課

保健師

２－1502

予防接種が始まります
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四
月
の
行
事

子
ど
も
映
画
会

十
二
日

午
後
二
時
～

図
書
館
二
階

視
聴
覚
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

十
九
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
七
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

九
日
・
十
六
日
・
二
十
三
日

休

館

日

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日

二
十
八
日
・
三
十
日

※
図
書
館
が
し
ま
っ
て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄

関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書
一
部
紹
介

生
き
い
そ
ぎ

志
水
辰
夫

神
聖
家
族

山
口

泉

ラ
イ
オ
ン
・
ダ
ン
ス

堂
垣
園
江

あ
な
た

乃
南
ア
サ

天
涯
の
船

上
・
下
巻

玉
岡
か
お
る

旅
路
の
は
て
ま
で
男
と
女

林

真
理
子

花
残
月

藤

水
名
子

妻
恋
坂

北
原
亜
以
子

あ
の
人
が
来
る
夜

高
橋
三
千
綱

阿
川
佐
和
子
の
ワ
ハ
ハ
の
ハ

阿
川
佐
和
子

も
も
こ
の
二
十
一
世
紀
日
記

№
２

さ
く
ら
も
も
こ

自
来
也
忍
法
帖

山
田
風
太
郎

信
長

上
・
下

佐
藤
雅
美

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ラ
ン
ド
リ
ー

佐
光
紀
子

生
活
民
法
入
門
―
暮
ら
し
を
支
え
る
法
―

大
村
敦
志

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
る
ほ
ど
Ｑ
＆
Ａ

熊
谷
則
一

ブ
ッ
シ
ュ
の
戦
争

ボ
ブ
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド

’03

る
る
ぶ
情
報
版

児

童

書

お
い
し
い
た
べ
も
の
え
ほ
ん

全
５
巻

教
育
画
劇

バ
リ
ア
フ
リ
ー
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

全
６
巻

学
習
研
究
社

ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
動
物
の
お
は
な
し

全
８
巻

教
育
画
劇

読
み
き
か
せ

イ
ソ
ッ
プ
名
作
え
ほ
ん

全
５
巻

教
育
画
劇

そ
ら
ま
め
く
ん
と
め
だ
か
の
こ

な
か
や
ま
み
わ

す
み
っ
こ
の
お
ば
け

武
田
美
穂

ま
よ
い
ぐ
も
の
お
く
り
も
の

チ
ー
ム
ネ
ポ
ス

１年生になったら、図書館の受付で「図

書利用カード」を作ることができます。

自分の図書利用カードを使って、本・ビ

デオ・ＣＤをかりてみませんか。

☆かりられる数と期間

本 １人10冊まで 14日間

ビデオ １軒に２本 ７日間

Ｃ Ｄ １軒に２枚 ７日間

＊わからないことがあったら、なんでも図

書館の人にきいてくださいね。

まっています。

みなさんへ

コスモス文庫から

お・知・ら・せ

２月１日から図書館以外（勝浦町農村

環境改善センター･勝浦町農村婦人の家）

の場所で読書ができるようになっていま

すが､「ミニ図書館」改め「コスモス文

庫」に変更なりました。

＊書籍の貸し出しはできませんが､ ご自

由にお読みください。

利用時間 午前９：00～午後４：00

休 み 婦人の家

毎週月曜日・祝祭日

環境改善センター

毎週火曜日・祝祭日

一

般

書

人
生
は
だ
ま
し
、
だ
ま
し

田
辺
聖
子

リ
ョ
ー
コ

中
陽
利
一

リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

桐
野
夏
生

図 書 館
だ よ り

（土）
（日）

（土）

小学校１年生になられる
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２
月
16
日
～
３
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

京
都
府

村
上
友
哉

（
大
字
棚
野
字
高
階

廣
松
希
望

大
字
星
谷
字
宮
平
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交通事故相談日

日 時 ４月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853-2 -2030

相談員 川 田 武 志
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088- 621- 3200

※お気軽にご相談ください。

心配ごと相談
● 日時 ４月４日

４月11日
４月18日
４月25日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容

人権・行政・厚生・福祉

● 場所

勝浦町住民福祉センター１階

平日でも受付しており

ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

４ 月

４月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月４日 上勝町診療所 ４－５０１０

４月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月８日 山 西 医 院 ２－３０２７

４月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月12日 湯 浅 医 院 ２－２００３

４月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月16日 赤 岩 医 院 ２－２００６

４月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月20日 上勝町診療所 ４－５０１０

４月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月24日 山 西 医 院 ２－３０２７

４月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月28日 湯 浅 医 院 ２－２００３

４月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表 勝浦会館から

人権教育推進市町村事業
交流講座の申し込み

今年度も引き続き、下記の講座を開催します。
当講座は、勝浦会館において当地域と近隣地域の方々が、

それぞれの講座の中で勉強とともに共通の趣味を通して、お
互いが触れ合いながら親睦・交流を深め人権問題に対する理
解と認識を高めていくことを目的としています。
この趣旨をご理解いただき、多数のご参加をお願いします。

申 込 先 勝浦会館（申込用紙は、会館にあります）

開 講 ５月から
開講予定 大正琴・陶芸・踊り・習字・生け花・歌謡・パソコン
注 〇参加者が少ない場合や講師の都合で開講できない場合も

ありますので、お含みください。
〇引き続き、受講される方も、新年度にあたり申し込みの
手続きをしてください。

〇各教室には材料費等が必要です。申し込み時におたずね
ください。

問い合わせ先 勝浦会館 ２－3305

mail:kaikan@town.katsuura.tokushima.jp
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